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先進的な 3 次元積層型グローバルシャッタ CMOS イメージセンサの構造および回路構成を提案し、その有効性
を実証した成果をまとめたもので、全文5章からなる。 













light sensitivity）、メモリリークの課題解決に向けて、裏面照射型のフォトダイオードを搭載した PD（Photo 
Diode）基板と、CDS（Correlated Double Sampling）機能を有した電圧読み出し後保持方式の画素内メモリ回
路を搭載したメモリ基板と、を積層した 3 次元積層型グローバルシャッタ CMOS イメージセンサを提案してい
る。まず、3次元積層型のグローバルシャッタCMOSイメージセンサの画素構造について考察し、3次元積層型

















   
 
第 3 章では 3 次元積層型グローバルシャッタCMOS イメージセンサの試作フローについて述べ、試作したサ
ンプルについて、断面構造やウエハ面内の接合ズレなどの物理的な観察を行い、また試作したサンプルを用いて
PD 基板プロセス 0.18μm 1P6M 
メモリ基板プロセス 0.13μm 1P6M 
チップサイズ 20.1 × 19.66mm 
画素アレイ領域 17.51 × 13.22mm 
画素数 4608 (H) × 3480 (V) 






































PLS の性能において従来実現できなかった性能を達成した。特にフォトダイオードの感度 Qpd と、メモリの寄






図２  フォトダイオードの感度Qpd とメモリの寄生感度Qfd の測定結果 
 




得ている。更に、本研究で提案する 3 次元積層型グローバルシャッタ CMOS イメージセンサを用いたアプリケ
ーションへの別の応用例としてローリングシャッタとグローバルシャッタの同時読み出し動作について提案し、
試作サンプルにて撮像動作を実証し、将来的な撮像システムへ適用する際に最適な読み出し方について論じてい
る。 
5章は結論である。 
以上要するに、本研究により従来のグローバルシャッタ方式のCMOSイメージセンサの課題を解決し, 先進的
な機能を付加できる3次元積層型グローバルシャッタCMOSイメージセンサ技術の基礎を築いた。 
  
  
